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2025年2月13日今日の例会

戸田会長会長の時間
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国際ロータリー 第2660地区 東大阪東ロータリークラブ

国際ロータリー会長
ステファニー Ａ．アーチック

会長 戸田 尊文

未来に向けて原点回帰
～１００年続くクラブ作り～

来週の例会

例会日 : 2025年2月13日
（令和7年2月13日）

前回お話ししたとおり、今週の日曜・月曜にかけて石川県立輪島高等学校を訪問しました。出発直前まで

今季最強寒波の影響で日本海側各地が記録的な積雪となり、移動がどうなるかと心配しましたが、結果的に

はスムーズに進み、しかし非常にハードな2日間となりました。初日の日曜日は、午前中に金沢に到着し、急

いで昼食をとった後、偶然にも金沢港でイベントに出展されていた喜三さんにお会いし、近況を伺いました。

豪雨からまだ半年も経っておらず、今もなお心境的に厳しい状況が続いているとのことでした。翌月曜日の

朝、金沢を出発し輪島へ向かいました。予約していたタクシー運転手さんのアグレッシブな運転のおかげで、

雪道もものともせず、想定以上に早く輪島に到着しました。そのため、学校訪問の前に、豪雨災害の被災地

や輪島朝市の被災状況を視察しました。少しずつではありますが、建物の解体や道路・河川の改修工事が

進んでいました。しかし、積雪の影響もあり、工事はかなり遅れているように感じました。復興が「完了した」と

言われるまで、あと何年かかるのだろうと思うほど、厳しい道のりだと実感しました。昼食を済ませ、予定通り

の時間に輪島高校に到着しました。前回お世話になった高橋先生が、駐車場の雪かきをして迎えてください

ました。まず、地区補助金を用いて寄贈した物品にシールを貼り、それぞれ写真撮影しました。その後、校長

室に移動し、平野校長先生とお話ししました。校長先生は、学校の近況をホームページ上のブログで頻繁に

更新されており、私もたびたび拝見しています。単なる近況報告にとどまらず、深い考察や歴史の豆知識を

交えた読み応えのある内容で、生徒たちを心から大切に思っていることが伝わってきます。ぜひ一度ご覧くだ

さい。校長先生とはざっくばらんに意見交換を行いました。単に寄付をするだけでなく、こうして寄り添ってい

ただけることが本当にありがたいとおっしゃっていました。また、喜三翼音ちゃんの話題になると、校長先生は

涙ぐんでお話しされていました。本当に生徒たちを想う、温かいお人柄の校長先生でした。※次ページへ続く

■ 本日の卓話

「自己紹介」

井上 家昌 君

■ 今日の歌 「日も風も星も」

ピアノ 岩島 佳子 先生

■ 例会後 下條ガバナー補佐を迎えての

第4回クラブ協議会

平和構築と紛争予防月間

■ 2月20日（木） 夜間移動例会

東大阪みどりＲＣ・大阪ネクストＲＣ

東大阪東ＲＣ 3クラブ合同例会

登録開始：午後5時30分～

開会点鐘：午後6時00分

懇親会：午後7時～

於：ＫＫＲホテル大阪

1/16 1/23 1/30

HC出席 24(0)名 20(0)名 休会

MU出席 2(0)名 5(0)名

修正出席率 61.90％ 59..52％

（2/6）の出席者数：21名（0）

ゲスト2名：大阪産業大学国際学部准教授

米山奨学生指導教員 日高まどか先生

米山奨学生 イ ジヒョンさん

2/6 出席率：50.00％

※（ ）内数字は出席免除会員の出席者数

会員：52名（免除7名）

出席報告
2月6日



幹事就任挨拶 山崎幹事幹事報告

話し込んでいるうちに、うっかり目録贈呈を忘れそ

うになり、慌ただしく贈呈式を行い、その後金沢へ

戻りました。夕方には、野々市市の喜三さんのお

宅を訪れ、翼音ちゃんのお参りをさせていただき

ました。また、創立60周年記念式典のお土産の打

ち合わせも行いました。喜三さんは、台所の一角

で時間を惜しんで作業をされていました。工房の

ある輪島に戻りたくても、今の傾いた家の状況で

はとても戻れず、今できることを一生懸命やるし

かないとのことでした。私たちにできることは限ら

れていますが、この状況を復興するまで風化させ

ないことがとても大切だと感じました。今回、私の

ほか、山崎幹事、迫谷会員、城戸会員、岡会員が

参加してくださいました。本当にお疲れ様でした。

委員会報告

◎社会奉仕委員会 迫谷委員長

２月１０日戸田会長，山崎幹事，城戸前会長，岡会

員と輪島市を訪れました。

まず，昨年９月の輪島市の土砂災害で被害のあっ

た久手川町の喜三翼音（きそはのん）ちゃんの自宅

付近を訪れました。現在も住宅のあった区画には

倒木，土砂が溢れており，基礎部分のみが残った

家屋が土砂災害の恐ろしさを物語っていました。

少し上流の集合住宅や下流の家屋には地震での

被害は見られるものの目に見える形での土砂災害

の傷跡が見られなかったこともあり，災害の悲惨さ

と紙一重の差で生死を分けることの不条理を同時

に実感しました。

次に輪島高校を訪れ，体育館でプロジェクタースク

リーン等の設置に参加しました。

体育館は階層によっては床面が中央部に向かって

沈み込んでいるなど地震の影響をまざまざと見せ

つけられました。プロジェクタースクリーンが寒さで

収縮していたことから設置には手間取りましたが，

戸田会長の奮闘（力技？）もあり無事設置にこぎつ

けることができました。

設置後は，校長室で平野校長との会談と目録の贈

呈を行いました。会談では阪神淡路大震災を神戸

で体験した戸田会長の体験談も交えながら今後の

復興に向けての展望が話し合われました。具体的

な内容については戸田会長の会長の時間にご期

待ください。

最後に野々市市にある喜三翼音ちゃんのご祖父誠

志さんを訪ねました。

６０周年の記念品の作成をお願いした誠志さんと奥

さんからは，翼音ちゃんと「フクロウ」の話をうかが

いました。

誠志さんは，以前にテレビ局のインタビューで「翼音

の死を無駄にしたくないんです。全国各地でさまざ

まな災害があると思いますが、多くの人にこのフク

ロウを手に取ってもらって私のようにならないように、

皆さんふだんから気をつけてくださいというメッセー

ジを伝えたい」とお話しされていました。その思いに

直接触れることができたことは大変意義のあるもの

でした。一泊二日という制限された時間の中で実り

ある遠征だったと思います。

なお，マグカップの底面に翼音ちゃんをイメージした

ロゴを入れられることになり，ロゴの入ったサンプル

をお預かりしておりますのでご覧頂ければと思いま

す。

≪これからの予定≫

【1】 本日例会後、下條ガバナー補佐を迎えての

第4回クラブ協議会

【2】 2/14（金）ＩＭ第4組第3回会長、幹事会（金輪

会） （戸田会長、山崎幹事出席）

【3】 2/15（土）大阪平野ＲＣ創立50周年記念式典

（戸田会長出席）

【4】 2/20（木）3クラブ合同例会（夜間移動例会）

【5】 2/27（木）休会

≪連絡事項≫

【1】 本日、例会後、下條ガバナー補佐、田中ガバ

ナー補佐エレクトをお迎えしてのクラブ協議

       会です。例会終了後、瑞穂の間Ｂにて開催

       いたしますので、速やかに移動をお願いいた

       します。

【2】 次週2/20（木）はＫＫＲホテル大阪にて、東大

阪みどりＲＣ、大阪ネクストＲＣとの3クラブ合

同例会です。お昼の例会が夜に移動になりま

       すのでご出席の方はよろしくお願いいたします。

【3】 2025-56年度版ロータリー手帳の申込が始ま

りました。購入をご希望の方は事務局まで

       お申し込み下さい。

米山奨学生指導教員日高先生と
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